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１．調査研究の背景と目的および方法

　和子牛価格が高騰しており、和牛枝肉価格がもし大幅
に下落すれば肥育牛経営が大きな被害を受ける可能性が
ある。和子牛価格の高騰を抑制しなければ、肥育牛経営
のリスクが増大するし、和牛肉が庶民の食べ物ではなく
なってしまう。和子牛価格の高騰を抑制するには和子牛
を生産する繁殖雌牛増頭の取組みをシステム化する必要
がある。まず、和子牛価格と繁殖雌牛頭数との間にはど
のような関係があるのか検討してみよう。
　図１に全国の繁殖雌牛頭数と主要子牛市場における子
牛価格（毎年９月第３週の平均価格）を示す。近年の
繁殖雌牛頭数は平成22年の68.4万頭をピークに減少し、
27年には58万頭まで減少したが、28年には58.8万頭に
若干ながら増加している。平成23年から繁殖雌牛頭数
が減少すると、逆に子牛価格は上昇している。

ただし、Pt ＝当年の子牛価格
Ht-1＝１年前の繁殖雌牛頭数

（　）内の数値＝ｔ値
R2＝決定係数

である。
　同図と同式によれば、平成14年から28年までの全国
の当年の子牛価格の変動は、全国の１年前の繁殖雌牛頭
数の変動によって77.0％説明される（R2＝0.770）。
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　子牛価格と繁殖雌牛頭数とはどのような関係にあるの
だろうか。その関係を明示したのが、図２と半対数直線
式の①式である。

log(Pt) ＝4.58888－0.003003329Ht-1……①
　　　　　　　　（－6.604）

　　　　　　　　　　　R2＝0.770

では、逆に当年の子牛価格は繁殖雌牛頭数にどのような
影響を与えるのであろうか。その関係を明示したのが、
図３と直線式の②である。

Ht+4 ＝380.698＋0.59588Pt……②
　　　　　　　  （4.737）

　　　　　　　　　  R2＝0.692
ただし、Pt ＝当年の子牛価格

Ht+4 ＝４年後の繁殖雌牛頭数
（　）内の数値＝ｔ値
R2＝決定係数

である。
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図１　全国の繁殖雌牛頭数と主要市場の子牛価格の推移
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図２　当年の主要市場の子牛価格と１年前の全国の繁殖
雌牛頭数の関係
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　同図と同式によれば、平成17年から28年までの全国
の当年の子牛価格の変動は、全国の４年後の繁殖雌牛頭
数の変動に69.2％の影響を与えることがわかった（R2

＝0.692）。

ている。ちなみに農業産出額は全国第５位である〔３〕。
　宮崎県では平成22年に発生した口蹄疫により多くの
牛、豚が殺処分されたために畜産部門の農業産出額減
少が主因となって、23年には農業産出額が減少したが、
24年からは農業産出額は増加傾向を維持している。近
年、農業産出額が減少している全国の傾向〔４〕と比較す
ると対照的である。
　同県の増加を続ける農業産出額を牽引しているのが、
畜産部門であり、中でも肉用牛が大きなシェアを占め、
宮崎県農業の振興には肉用牛、なかんずく繁殖雌牛の増
頭が重要であることがわかる。

⑵　宮崎県における繁殖雌牛増頭の取組み
　宮崎県における平成28年の肉用牛飼養頭数は244千
頭であり、全国の9.8％（全国第３位）を占めているが、
黒毛和種に限定すると210千頭であり、全国の13.2％
（全国第２位）を占めている。同県は黒毛和種の子牛の
大産地であり、繁殖雌牛増頭が同県の農政上の最重要課
題の一つになっている。
　しかし、その繁殖雌牛を飼養する経営は非常に零細で
あり、表１に示すように子取り用めす牛（農林水産省
「畜産統計」では繁殖雌牛を「子取り用めす牛」と表現
している。）９頭以下層の経営が66％（平成28年）を占
めており、この零細性の克服が課題となっている。20
頭以上層では飼養戸数の増加が顕著である。
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　以上の繁殖雌牛頭数と子牛価格の関係を整理すると、
図４のようになる。当年の繁殖雌牛頭数は１年後の子牛
価格に負の影響（繁殖雌牛頭数が少なくなると子牛価格
が上昇する）をし、それは５（＝１＋４）年後の繁殖雌
牛頭数に正の影響（子牛価格が上昇すれば、繁殖雌牛頭
数は増加する）をすることが明らかになった。
　本研究では、以上の関係を考慮し、現在高騰している
子牛価格を１年後には沈静化するために、当年の繁殖雌
牛頭数を増加させる必要があるとの認識の下、近年、官
民を挙げて繁殖雌牛頭数の増加に熱心に取り組んでいる
宮崎県と同県内の綾町農業協同組合（以下、JA 綾町と
略記する。）の取組みを分析し、今後の繁殖雌牛頭数増
加対策を考察する。

２．宮崎県における繁殖雌牛増頭の取組み

⑴　宮崎県農業における肉用牛の重要性
　宮崎県では、平地から山間地に至る変化に富んだ地
形、豊かな大地と清浄な空気および水などの資源を生か
し、畜産と施設園芸を中心に、付加価値の高い農業が展
開されている。
　宮崎県の農家数は38.4千戸（全国の1.8％のシェア）、
耕地面積は68.2千ヘクタール（同1.5％）ではあるが、
農業産出額は約3,326億円であり、全国（約8.4兆円）
の4％のシェアを誇り、全国有数の食料供給基地となっ

　宮崎県では繁殖雌牛頭数を平成25年度の77千頭から
37年度には83千頭に６千頭増頭する計画を策定し、各
般の施策を展開している。その具体化のために、平成
26年度から県内を９地域に区分し、官民の畜産関係
者・団体が緊密に連携して「人・牛プラン」を 策定し
ている。各地区のプランでは、地域の実情に応じた繁殖
基盤強化の振興方針を定め、「地域の担い手をどのよう
に育成していくのか」、「どのように増頭を図っていくの
か」などを検討している。
　具体的には①個々の経営における飼養規模の拡大に取
り組むほか、②キャトルステーション（CS）や繁殖セ
ンター（キャトル・ブリーディング・ステーション：
CBS）への預託等を通じた地域全体での増頭、③大規模
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図３　当年の主要市場の子牛価格と４年後の全国の繁殖
雌牛頭数の関係（平成17年から28年）

図４　繁殖雌牛頭数と子牛価格の関係
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表１  宮崎県における⼦取り⽤めす⽜飼養頭数規模別⼾数
（単位：⼾、％）

⼩ 計 １〜４頭 ５〜９ 10〜19 20〜49 50以上

6,461 2,860 1,430 1,270 653 248
100.0 44.3 22.1 19.7 10.1 3.8
5,948 2,340 1,590 992 774 252
100.0 39.3 26.7 16.7 13.0 4.2
-7.9 -18.2 11.2 -21.9 18.5 1.6

資料：農林⽔産省「畜産統計」平成27年度と28年度より作成。

平成27年

平成28年

増減率

表１　宮崎県における子取り用めす牛飼養頭数規模別戸数
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表１  宮崎県における⼦取り⽤めす⽜飼養頭数規模別⼾数
（単位：⼾、％）

⼩ 計 １〜４頭 ５〜９ 10〜19 20〜49 50以上

6,461 2,860 1,430 1,270 653 248
100.0 44.3 22.1 19.7 10.1 3.8
5,948 2,340 1,590 992 774 252
100.0 39.3 26.7 16.7 13.0 4.2
-7.9 -18.2 11.2 -21.9 18.5 1.6

資料：農林⽔産省「畜産統計」平成27年度と28年度より作成。

平成27年

平成28年

増減率
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繁殖施設の整備、④定期的な繁殖検診や情報通信技術
（ICT）等の活用による分娩間隔の短縮や事故率低減な
ど生産性向上に熱心に取り組んでいる〔６〕。
　同県では県庁、県出先機関、役場、農協の関係者が各
地区において会議を重ねて作成した「人・牛プラン」に
基づき、生産者団体等は畜産クラスターの仕組みを活用
しつつ、図５のように地域の飼養規模を拡大するための
CS・CBS の整備を進め、地域で繁殖・育成を集約化す
る体制の整備を推進している。また新規就農者などを対
象にして生産者団体等が入植施設を整備している。
　その官民挙げての懸命な努力の結果、繁殖雌牛頭数は
平成27年から28年にかけて4.0％増加しており、全国の
1.5％の増加に比較して、特筆に値する。

年の7,584人から平成26年の7,663人に３年間で79人
（1.0％）増加している。平成27年の総世帯数は2,851
戸であり、うち総農家数は16％の465戸である。
　JA 綾町は昭和23年に設立され、平成28年７月末現在
の正組合員数は697名、准組合員数は704名合計1,401
名の未合併農協である。同農協の受託販売品取扱実績を
表２に示す。平成24年度以降確実に総額が増加してい
るが、それに大きく貢献しているのが畜産であり、その
主体は繁殖雌牛から生産された子牛の販売額（5.65億
円）の増加である。その他には牛（3.40億円）と豚の
枝肉販売収入が含まれる。肉用牛部門が全体の29.9％
を占めている。

我が国の食肉産業を支える繁殖雌牛増産システムの実証分析

３．綾町とＪＡ綾町における繁殖雌牛増頭の
取組み

⑴　綾町と JA 綾町の概要
　調査対象地である宮崎県の綾町と JA 綾町は、前述の
図５に示すように宮崎県のほぼ中央に位置している。同
町は東部に広がる宮崎平野と背後の九州中央山地の接点
に位置する中山間地域に立地しており、特に土の自然生
態系を取り戻し化学肥料や農薬などの合成化学物質の利
用を排除する農法により、食の安全を確保し、消費者に
信頼され愛される農業を確立するため、平成元年に「自
然生態系農業の推進に関する条例」を制定し、生産者・
農協・町が一体となって「自然生態系有機農業の町づく
り」にも取り組んでいる。
　住民基本台帳から総人口の変化をみると、平成23

　前述の図５に示すように同 JA 管内には繁殖センター
やキャトルステーションなどが宮崎県内では比較的多
く、集中的に設置されている。
　農林水産省の畜産統計によれば、繁殖牛は平成27年
の1,230頭から28年には1,290頭に4.9％増加している。
同様の全国の1.5％、宮崎県の4.0％に比較して高い増加
率になっている。以下、繁殖雌牛増頭の要因を検討しよ
う。

⑵　綾町と JA 綾町における官民連携による繁殖雌牛増
頭の取組み

　昭和59年以降の綾町と JA 綾町における肉用牛関連施
設の設置の経緯と目的などを振り返ってみよう。
①　昭和59年に「JA 綾町肥育センター」が JA 直営肥

育施設として設立された。規模は80頭肥育牛舎が２
棟（計160頭収容可能）であった。当時、子牛価格が
安く、JA 綾町が子牛を市場で買い支えることによっ
て、繁殖雌牛飼養農家を維持し、地域内一貫体制を推
進するものとして期待された。

②　平成５年に「JA 綾町キャトルステーション」が設
立された。２つの施設があり、第１は「子牛預託施
設」（100頭の育成牛舎１棟）であり、目的は３ヵ月
齢の子牛をセリ出荷時まで１日当たり450円で農家か
ら預かることで、農家の労力を軽減し、併せて農家の
牛舎の空きスペースを活用した繁殖雌牛の増頭であっ

図５　宮崎県内の繁殖センターとキャトルステーション
等の配置図および調査対象地の綾町と JA 綾町の位置2 
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表１  宮崎県における⼦取り⽤めす⽜飼養頭数規模別⼾数
（単位：⼾、％）

⼩ 計 １〜４頭 ５〜９ 10〜19 20〜49 50以上

6,461 2,860 1,430 1,270 653 248
100.0 44.3 22.1 19.7 10.1 3.8
5,948 2,340 1,590 992 774 252
100.0 39.3 26.7 16.7 13.0 4.2
-7.9 -18.2 11.2 -21.9 18.5 1.6

資料：農林⽔産省「畜産統計」平成27年度と28年度より作成。

平成27年

平成28年

増減率

表２　JA 綾町の受託販売品取扱実績
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表２　ＪＡ綾町の受託販売品取扱実績

（単位：千円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

施設野菜 1,078,185 984,729 1,113,865 1,077,643

穀物類 24,537 20,204 13,903 13,103

果樹 160,078 172,803 186,773 201,789

露地野菜 142,119 151,318 149,414 162,703

畜産 1,123,092 1,431,504 1,498,109 1,568,199

合計 2,528,011 2,760,558 2,962,064 3,023,437

資料：ＪＡ綾町「第６８回通常総代会資料」より作成。

図６　ＪＡ綾町管内の繁殖雌牛生産基盤強化対策の鳥瞰図

目的

具体的取組み

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。

入植団地

３・入植団地
　①ＪＡ綾町マザー
　　ファーム

繁殖雌牛生産基盤強化

対策
ＪＡが町有施設とＪＡ直営施設を
活用して、繁殖雌牛・育成牛・子牛
の預託事業を実施する。

１．町営・農協営の預託施設
　①ＪＡ綾町キャトルステーション
　②ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
　③綾町肉用牛総合支援センター

ＪＡ自ら肥育・育成牛の
供給に取り組み、繁殖基盤
を強化する。

２．農協直営施設
　①ＪＡ綾町肥育センター
　②ＪＡ綾町肉用牛総合
　　育成センター

表３ ＪＡ綾町管内の３施設の繁殖雌⽜基盤強化に果たす機能と役割

ＪＡ綾町キャトル
ステーション

ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
（リーリングファーム）

綾町肉用牛総合支援センター

分業化推進 ◎ 〇 ◎
事故率低減 ◎ 〇 〇
⻫⼀性向上 ◎ 〇 〇
増頭効果 ◎ ◎ ◎
完全預託 ◎ ― ◎

分娩間隔短縮 ― ― ◎

役割

①３ヶ⽉齢からセリ出荷
 までの⼦⽜を預かる施設。
②農家⾃ら⼦⽜を育成する
 ⼿間を省略できる。
③農家⽜舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①農家に育成⽜を供給
 する施設。
②農家⾃ら育成⽜を育成する
 ⼿間を省略できる。
③農家⽜舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①分娩直後の⺟⽜・⼦⽜を共に預かり、
 集中管理することで早期受胎を図る。
②⼦⽜を適正に管理する。
③不妊⽜を預かり、放牧等により不妊対策
 を⾏う。
④分娩間隔の短縮が期待される。
⑤農家⽜舎の空いたスペースで増頭が
 可能になる。

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。
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た。第２は「JA 直営肥育施設」（２棟で肥育牛200頭
収容）であり、目的は JA 綾町が子牛を市場で買い支
えることによって、繁殖雌牛飼養農家を維持し、地域
内一貫体制を推進することであった。

③　平成７年に「JA 綾町マザーファーム」が入植施設
として設立された。規模は繁殖雌牛頭数60頭牛舎３
棟であり、繁殖雌牛飼養の中核農家として２戸の入植
を図り、地域の繁殖雌牛飼養基盤の強化を促進した。

④　 平 成 ９ 年 に「JA 綾 町 肉 用 牛 総 合 育 成 セ ン タ ー
（リーリングファーム）」が設立された。２つの施設
があり、第１は「子牛預託施設」（100頭の育成牛舎
１棟）であり、目的は３ヵ月齢の子牛をセリ出荷時ま
で１日当たり450円で農家から預かることで、農家の
労力を軽減し、併せて農家の牛舎の空きスペースを活
用した繁殖雌牛の増頭であった。第２は「育成牛供給
施設」（100頭収容の育成牛舎１棟）であり、目的は
受精卵移植技術等を活用し、資質が優れた繁殖雌牛を
生産・育成して、JA 綾町管内の農家に供給すること
で管内繁殖雌牛群のレベルアップであった。

⑤　平成26年に町営の「綾町肉用牛総合支援センター」
が設立され、JA 綾町が指定管理者として運営に当
たっている。３つの施設があり、第１は「母子預託施
設」（母子30頭の授乳牛舎１棟と母子128頭の授乳牛
舎１棟）であり、目的は分娩直後の母牛と子牛を農家
から預かることで、農家の労力を軽減し、農家の牛舎
の空きスペースを活用した繁殖雌牛増頭と分娩間隔の
短縮ならびに子牛の斉一性の向上であった。第２は
「不妊・育成牛預託施設」（56頭の不妊牛・育成牛舎
１棟）であり、目的は長期不受胎牛を牛舎併設の放牧
場を活用した飼養環境の改善により、受胎成績の改善

を図り、地域の分娩間隔を短縮する事であった。第３
は「堆肥発酵処理施設」（堆肥舎２棟と堆肥発酵処理
施設１棟）であり、目的は施設内で排出される家畜排
泄物から優良堆肥を作り、町内の耕種農家に供給する
ことによって地域内耕畜連携を推進することであっ
た。

⑥　平成28年には「JA 綾町哺育センター」と「JA 綾町
尾立繁殖センター」の設置が計画されている。

　上記の昭和59年から平成26年までの JA 綾町における
繁殖雌牛増頭の取組みを総合的に鳥瞰したものが図６で
ある。それらの取組みの成果が前述の繁殖雌牛頭数の増
加と理解される。

⑶　JA 綾町管内の３施設の繁殖雌牛基盤強化に果たす
機能と役割

　上記の各施設のうち特に JA 綾町キャトルステーショ
ン と JA 綾 町 肉 用 牛 総 合 育 成 セ ン タ ー（ リ ー リ ン グ
ファーム）および綾町肉用牛総合支援センターの３施設
が繁殖雌牛基盤強化に果たす機能を整理したものが表３
である。
　３施設は分業化推進、事故率低減、斉一性向上、増頭
効果、完全預託、分娩間隔短縮によって、繁殖雌牛基盤
強化の機能を果している。

⑷　JA 綾町キャトルステーションの成果
　JA 綾町キャトルステーション（以下「キャトルス
テーション」という）は、平成５年度の低コスト肉用牛
生産実証展示事業によって建設された。総事業費は約
１億円であり、国庫補助が50％、町補助20％であった。
前述のように３ヵ月齢までの子牛を市場出荷までの約
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表２　ＪＡ綾町の受託販売品取扱実績

（単位：千円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

施設野菜 1,078,185 984,729 1,113,865 1,077,643

穀物類 24,537 20,204 13,903 13,103

果樹 160,078 172,803 186,773 201,789

露地野菜 142,119 151,318 149,414 162,703

畜産 1,123,092 1,431,504 1,498,109 1,568,199

合計 2,528,011 2,760,558 2,962,064 3,023,437

資料：ＪＡ綾町「第６８回通常総代会資料」より作成。

図６　ＪＡ綾町管内の繁殖雌牛生産基盤強化対策の鳥瞰図

目的

具体的取組み

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。

入植団地

３・入植団地
　①ＪＡ綾町マザー
　　ファーム

繁殖雌牛生産基盤強化

対策
ＪＡが町有施設とＪＡ直営施設を
活用して、繁殖雌牛・育成牛・子牛
の預託事業を実施する。

１．町営・農協営の預託施設
　①ＪＡ綾町キャトルステーション
　②ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
　③綾町肉用牛総合支援センター

ＪＡ自ら肥育・育成牛の
供給に取り組み、繁殖基盤
を強化する。

２．農協直営施設
　①ＪＡ綾町肥育センター
　②ＪＡ綾町肉用牛総合
　　育成センター

表３ ＪＡ綾町管内の３施設の繁殖雌⽜基盤強化に果たす機能と役割

ＪＡ綾町キャトル
ステーション

ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
（リーリングファーム）

綾町肉用牛総合支援センター

分業化推進 ◎ 〇 ◎
事故率低減 ◎ 〇 〇
⻫⼀性向上 ◎ 〇 〇
増頭効果 ◎ ◎ ◎
完全預託 ◎ ― ◎

分娩間隔短縮 ― ― ◎

役割

①３ヶ⽉齢からセリ出荷
 までの⼦⽜を預かる施設。
②農家⾃ら⼦⽜を育成する
 ⼿間を省略できる。
③農家⽜舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①農家に育成⽜を供給
 する施設。
②農家⾃ら育成⽜を育成する
 ⼿間を省略できる。
③農家⽜舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①分娩直後の⺟⽜・⼦⽜を共に預かり、
 集中管理することで早期受胎を図る。
②⼦⽜を適正に管理する。
③不妊⽜を預かり、放牧等により不妊対策
 を⾏う。
④分娩間隔の短縮が期待される。
⑤農家⽜舎の空いたスペースで増頭が
 可能になる。

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。
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６ヵ月間預託育成を引き受ける施設である。
　そこで育成された子牛の市場価格は表４の通りであ
る。同表をみるとキャトルステーションから出荷された
子牛の販売価格は、綾町内や宮崎県内の子牛価格より高
い。ちなみに、平成24年では町内より１頭当たり9,823
円高く、県内より45,669円高い。

うため、基金を造成している。ちなみに１億円を限度
として、子牛１頭当たり契約農家１万円、綾町４万円、
JA 綾町1.7万円合計6.7万円を造成している。この基金
制度は、国の肉用子牛生産者補給金制度と連動してお
り、独自の保証基準価格を350千円に設定し、セリ市平
均価格が350千円を下回った場合に36千800円（（350
千円－304千円）×0.8）を上限として、その差額の
80％を補てんする。さらに、ステーション内で事故が
発生した場合は導入月齢に応じて最高350千円まで補償
する仕組みである。
　キャトルステーションには肥育牛舎もある。そこから
出荷された肥育牛の肉質を表示したのが、表５である。
同表は、５等級率並びに４等級と５等級を含めた上物率
を示しているが、宮崎県全体と比較して肉質は常に高
く、優れた肥育技術が食肉業界からも高く評価されてい
ることがわかる。

　キャトルステーションが受け入れた子牛には直ちにワ
クチンが接種され、健康管理に万全が期されており、粗
飼料を十分に給与されていることが肥育業者から高く評
価されている。また預託育成された肥育もと牛は群飼さ
れているので、肥育牛舎に導入される時、飼いやすく、
総じて規格が揃っていて、その後の肥育効率に優れてい
る点が肥育業者から高く評価されている。それらの特長
が評価され、市場平均より高くなっている〔７〕。
　キャトルステーションへの子牛導入事業の円滑な推進
のため、綾町、JA 綾町、契約農家の三者でキャトルス
テーションに預託された子牛の価格保証と事故補償を行

⑸　綾町肉用牛総合支援センターの成果
　前述の平成26年に設立された町営の「綾町肉用牛総

我が国の食肉産業を支える繁殖雌牛増産システムの実証分析
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表４　　キャトルステーションとその他の子牛価格(税込入場価格)比較

（単位：円/頭）

項目 キャトルステーション

平均価格 平均価格 価格差 平均価格 価格差

平成18年 579,049 559,773 ＋19,276 520,799 ＋58,250

平成19年 548,424 544,308 ＋4,116 505,769 ＋42,655

平成20年 480,912 467,713 ＋13,199 422,221 ＋58,691

平成21年 420,950 412,590 ＋8,360 368,096 ＋52,854

平成22年 442,042 429,090 ＋12,952 392,379 ＋49,663

平成23年 457,929 446,817 ＋11,112 424,500 ＋33,429

平成24年 455,434 445,611 ＋9,823 409,765 ＋45,669

平成25年 509,444 502,310 ＋7,134

平成26年 565,577 560,265 ＋5,312

資料：JA綾町提供資料より作成。

綾町(キャトルステーション含む) 宮崎県

未公表

未公表

表５  キャトルステーションと宮崎県の肥育⽜の⾁質⽐較
（単位：％）

５等級率 上物率
キャトルステーション 23.6 73.6
宮崎県 25.4 71.0
キャトルステーション 30.3 82.6
宮崎県 30.1 76.0
キャトルステーション 47.8 89.1
宮崎県 32.8 80.4

注：上物率は、全体に占める４、５等級の割合。
資料：キャトルステーションについてはJA綾町提供資料の数値、宮崎県に
   については⽇本⾷⾁格付協会の宮崎県⿊⽑和種去勢⽜の数値である。

25年度

26年度

27年度

図７ 綾町肉用牛総合支援センターの

母子預託施設の機能図 

資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。
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表４　　キャトルステーションとその他の子牛価格(税込入場価格)比較

（単位：円/頭）

項目 キャトルステーション

平均価格 平均価格 価格差 平均価格 価格差

平成18年 579,049 559,773 ＋19,276 520,799 ＋58,250

平成19年 548,424 544,308 ＋4,116 505,769 ＋42,655

平成20年 480,912 467,713 ＋13,199 422,221 ＋58,691

平成21年 420,950 412,590 ＋8,360 368,096 ＋52,854

平成22年 442,042 429,090 ＋12,952 392,379 ＋49,663

平成23年 457,929 446,817 ＋11,112 424,500 ＋33,429

平成24年 455,434 445,611 ＋9,823 409,765 ＋45,669

平成25年 509,444 502,310 ＋7,134

平成26年 565,577 560,265 ＋5,312

資料：JA綾町提供資料より作成。

綾町(キャトルステーション含む) 宮崎県

未公表

未公表

表５  キャトルステーションと宮崎県の肥育⽜の⾁質⽐較
（単位：％）

５等級率 上物率
キャトルステーション 23.6 73.6
宮崎県 25.4 71.0
キャトルステーション 30.3 82.6
宮崎県 30.1 76.0
キャトルステーション 47.8 89.1
宮崎県 32.8 80.4

注：上物率は、全体に占める４、５等級の割合。
資料：キャトルステーションについてはJA綾町提供資料の数値、宮崎県に
   については⽇本⾷⾁格付協会の宮崎県⿊⽑和種去勢⽜の数値である。

25年度

26年度

27年度

図７ 綾町肉用牛総合支援センターの

母子預託施設の機能図 

資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。
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表２　ＪＡ綾町の受託販売品取扱実績

（単位：千円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

施設野菜 1,078,185 984,729 1,113,865 1,077,643

穀物類 24,537 20,204 13,903 13,103

果樹 160,078 172,803 186,773 201,789

露地野菜 142,119 151,318 149,414 162,703

畜産 1,123,092 1,431,504 1,498,109 1,568,199

合計 2,528,011 2,760,558 2,962,064 3,023,437

資料：ＪＡ綾町「第６８回通常総代会資料」より作成。

図６　ＪＡ綾町管内の繁殖雌牛生産基盤強化対策の鳥瞰図

目的

具体的取組み

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。

入植団地

３・入植団地
　①ＪＡ綾町マザー
　　ファーム

繁殖雌牛生産基盤強化

対策
ＪＡが町有施設とＪＡ直営施設を
活用して、繁殖雌牛・育成牛・子牛
の預託事業を実施する。

１．町営・農協営の預託施設
　①ＪＡ綾町キャトルステーション
　②ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
　③綾町肉用牛総合支援センター

ＪＡ自ら肥育・育成牛の
供給に取り組み、繁殖基盤
を強化する。

２．農協直営施設
　①ＪＡ綾町肥育センター
　②ＪＡ綾町肉用牛総合
　　育成センター

表３ ＪＡ綾町管内の３施設の繁殖雌牛基盤強化に果たす機能と役割

ＪＡ綾町キャトル
ステーション

ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
（リーリングファーム）

綾町肉用牛総合支援センター

◎〇◎進推化業分
〇〇◎減低率故事
〇〇◎上向性一斉
◎◎◎果効頭増
◎―◎託預全完
◎――縮短隔間娩分

役割

①３ヶ月齢からセリ出荷
 までの子牛を預かる施設。
②農家自ら子牛を育成する
 手間を省略できる。
③農家牛舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①農家に育成牛を供給する施設。
②農家自ら育成牛を育成する
 手間を省略できる。
③農家牛舎の空いたスペース
 で増頭が可能になる。

①分娩直後の母牛・子牛を共に預かり、
 集中管理することで早期受胎を図る。
②子牛を適正に管理する。
③不妊牛を預かり、放牧等により不妊対策
 を行う。
④分娩間隔の短縮が期待される。
⑤農家牛舎の空いたスペースで増頭が
 可能になる。

資料：ＪＡ綾町からの提供資料より作成。
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合支援センター」（JA 綾町が指定管理者）は、農山村地
域整備交付金（畜産担い手育成総合整備事業：事業主
体は宮崎県農業振興公社）により、総事業費約2.2億円
（国庫約１億円、県費約0.1億円、町費約1.1億円）を投
入して設置されたものである。
　全体面積は約5.3万平方メートル、施設用面積は約2.4
万平方メートル、飼料用畑約２万平方メートル、その他
約１万平方メートルである。その中に授乳牛舎２棟（繁
殖牛158頭、子牛158頭収容可能）と繁殖・不妊・育成
牛舎（繁殖牛56頭収容可能）が設けられている（その
他堆肥舎等も併設）。
　第１の機能である「母子預託施設」では、図７に示す
ように、分娩後１週間前後の母子牛をセットで預かり、
適正な飼養管理の下で離乳までの間（90～120日）に、
母牛は人工授精を実施し、受胎確認後農家へ返還してい
る。子牛は３ヵ月齢で前述のキャトルステーションへ移
管している。

均日数は85日であり、管内の長期不受胎牛の解消に大
きな効果があり、綾町内の分娩間隔短縮に大きく貢献し
ている。
　以上の第１と第２の機能により、綾町内の分娩間隔が
短縮し、子牛生産頭数が増加した結果、農家所得の向上
に綾町肉用牛総合支援センターは大きく寄与していると
評価される。

　平成26年11月から平成28年３月までの受入実績をみ
ると、①総受入母子頭数は158であり、そのうち138頭
への受胎に成功している（受胎率87.3％）。また②受胎
牛（138頭）の平均分娩間隔は388日であり、平成27年
の綾町の平均分娩間隔の423日より35日の分娩間隔の
短縮化に成功している。
　第２の機能である「不妊・育成牛預託施設」では、図
８に示すように、長期不受胎牛を預かり、施設に併設さ
れた屋外パドックによる簡易放牧の実施や、発情発見装
置の活用、２週間毎の NOSAI 獣医の診療等を活用して、
受胎を試み、受胎確認後農家に返還している。
　平成26年11月から平成28年３月までの受入実績をみ
ると、①総受入長期不受胎牛95頭のうち、84頭への受
胎に成功している（受胎率88.4％）。②受入牛の平均空
胎日数は347日（最大1,618日）と分娩間隔600日以上
の牛であったが、受胎成功牛の施設受入から受胎まで平

４．官民連携による繁殖雌牛増頭の重要性

　和子牛価格が高騰している。この高騰を抑制しなけれ
ば、肥育牛経営のリスクが増大する。その対策として子
牛を生産する繁殖雌牛増頭施策が全国各地で展開されて
いる。繁殖雌牛増頭施策には３つのタイプがあると思
う。第１は県・地方自治体・農協による官民連携型、第
２は個別農業経営多頭化型、第３は大手資本の垂直的統
合型である。
　本稿の事例は第１の官民連携型であり、宮崎県・綾
町・JA 綾町が緊密に連携して、国の補助金などを活用
して、各種の施設を展開している。特に、①全国に先駆
けて設置された子牛預託施設であるキャトルステーショ
ンでは子牛をセリ出荷時まで預かり、農家の労力を軽減
するとともに農家の牛舎の空きスペースを活用して繁殖
雌牛の増頭を可能にしていた。②併設された肥育施設で
はキャトルステーションなどから導入された肥育もと牛
を農協職員の高い肥育技術により上物率を高め、農家所
得の向上に貢献していた。③マザーファームでは繁殖雌
牛飼養の中核農家を入植させ、地域の繁殖雌牛飼養基盤
の強化を促進していた。④育成牛供給施設では受精卵移
植技術等を活用し、資質が優れた繁殖雌牛を生産・育成
して、農家に供給し、管内繁殖雌牛群のレベルアップを
図っていた。⑤不妊・育成牛預託施設では長期不受胎牛
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図７　綾町肉用牛総合支援センターの母子預託施設の機
能図

図８　綾町肉用牛総合支援センターの不妊・育成牛預託
施設の機能図
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表４　　キャトルステーションとその他の子牛価格(税込入場価格)比較

（単位：円/頭）

項目 キャトルステーション

平均価格 平均価格 価格差 平均価格 価格差

平成18年 579,049 559,773 ＋19,276 520,799 ＋58,250

平成19年 548,424 544,308 ＋4,116 505,769 ＋42,655

平成20年 480,912 467,713 ＋13,199 422,221 ＋58,691

平成21年 420,950 412,590 ＋8,360 368,096 ＋52,854

平成22年 442,042 429,090 ＋12,952 392,379 ＋49,663

平成23年 457,929 446,817 ＋11,112 424,500 ＋33,429

平成24年 455,434 445,611 ＋9,823 409,765 ＋45,669

平成25年 509,444 502,310 ＋7,134

平成26年 565,577 560,265 ＋5,312

資料：JA綾町提供資料より作成。

綾町(キャトルステーション含む) 宮崎県

未公表

未公表

表５  キャトルステーションと宮崎県の肥育⽜の⾁質⽐較
（単位：％）

５等級率 上物率
キャトルステーション 23.6 73.6
宮崎県 25.4 71.0
キャトルステーション 30.3 82.6
宮崎県 30.1 76.0
キャトルステーション 47.8 89.1
宮崎県 32.8 80.4

注：上物率は、全体に占める４、５等級の割合。
資料：キャトルステーションについてはJA綾町提供資料の数値、宮崎県に
   については⽇本⾷⾁格付協会の宮崎県⿊⽑和種去勢⽜の数値である。

25年度

26年度

27年度

図７ 綾町肉用牛総合支援センターの

母子預託施設の機能図 

資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。

資料：JA 綾町提供資料より作成。
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図８ 

図８ 綾町肉用牛総合支援センターの 
不妊・育成牛預託施設の機能図 

資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。資料：JA 綾町提供資料より作成。
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の解消に大きな効果を発揮し、町内の分娩間隔短縮と受
胎率向上に大きく貢献していた。
　これらの官民連携による同一農協内の多様な取組みの
システム化は他地域のモデルとして高く評価される。
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